
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ３年生が地域のみなさんと一緒に、バス停花壇の花の植え替えを

行いました（６月）。例年、春・秋の 2 回実施 

 

 

 
     種を蒔き（９月）、芽を出したビオラを１・２年生が 

育苗ポットに植え替えました（11 月）。 

      毎日の水やり等、子どもたちが一生懸命育てたことで、

苗が例年の５倍以上できました。 

     育てた苗を 20 名以上の地域のみなさんと一緒に、バス停花壇や

プランターへ植え替えました。プランターは、例年通り、各学年

のふるさと学習や職場体験学習など「総合的な学習の時間」でお

世話になった事業所、振興会などにお届けし設置していただきま

した。（12 月）。 
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毎年、「自分たちが      住む美山町を明るい雰囲気の町にする」 

をテーマとして、地域住民の皆様の協力をいただきながら、学校前バス停 

花壇の整備やお花を植えたプランターの設置を行っています。子どもたちは、社会や町の人の役に立つ

ことの喜びを味わう中で、地域の一員としての自覚を芽生えさせています。また、中学生と地域の方々

が一緒に活動する場面は、お互いに貴重な交流の機会となり、学校と地域のつながり、子どもと大人の

つながりを感じる、心が温まるひとときとなっています。 

中学校 

美山町を笑顔の       で いっぱいに       

 

 

地域・家庭・学校が想いを共有し道徳性を育む地域道徳 

地域の皆さんとの強い絆で、ともに明るいまちづくりを☆ 
 

子どもたちにとっては初め 

て訪問するお宅もありましたが、

いつも見守りご支援いただいてい

より多くの花で町を彩るため、地域の皆

さんには、花の苗を届ける活動にもご協力をお願いしました。

美山中の生徒と美山小の児童が、自宅周辺の高齢 

者のお宅にビオラの苗をお届けしました。 

花  

『より多くの花で美山町を彩りたい!! 』 

限られた予算で、できるだけ多くの花を植えるために 

      種から苗を育てることにチャレンジしよう!! 

 

今年は中学校で種から育てた 

花苗で美山町内を彩っています       

る地域の皆様に感謝とお礼の気持ちを伝えたり、世代を超えてお互いを

見守るきっかけづくりにつなげたり、また、中学生は年長者として小学生

を温かく見守り、その成長のお手伝いをしたりする態度につながること

を願っています。「よう来てくれたなぁ。」というねぎらいの言葉を耳にし

たときの、そして訪問した地域の方からのお礼のはがきを読んだときの、

中学生のきらりと輝く目、何とも言えない温かい表情が印象的でした。 

 



 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MIYAMAGAKU 「美山学」では、地域と学校と保護者が一緒になって子どもたちの学びについて考え、美山の歴史・文化・自然・人・物・事を

教材として学び、様々 な教科を通じて、自ら考える力、表現力、コミュニケーション能力を高める学習に取り組んでいます！ 

 

 

生徒たちの日頃の学校生活を 

ホームページでもご覧ください！ 

 

 

美山地域学校協働本部 TEAM-MIYAMAGAKU(チーム美山学)※全員ご紹介できずほんの一部です 

小中学校での取組を地域でも！互いに本を紹介しあって、地域みんなで読書習慣を 

３年目の今年は、小学校で読み聞かせをお世話になっている「よむよむ」さんから 

 
本の紹介者：読み聞かせボランティア「よむよむ」で活動中 

声のしごと・サイクルレースアナウンサーがらぱ(芦田千里)さん 

美山小中共通 

以前の宮島小学校、そして今の 

        美山小学校での読み聞かせボランティアを

させていただいています。 

みなさんに本のお話をさせていただくということで最初は

読み聞かせした絵本の中からご紹介しようと思っていたので

すが、今回は、私自身の小中学校の頃に出会った本からご紹介

しようと思います。 

本の中には無限の世界が広がっていて、ページを開けば自分

の今いる世界とは違う不思議な冒険ができるのが何よりの楽

しさです。 

今回紹介するのは『クラバート』。著者は『大どろぼうホッツェンプロッツ』などで有名なプロイス

ラーで、昔のドイツを舞台にしたお話です。身寄りのない少年クラバートが夢で呼ぶ声に誘われて水

車小屋の粉挽き職人の見習いになりますが、そこでは夜な夜な、見習いの少年たちがカラスに姿を変

えて親方から魔法を習う魔法の学校という隠された姿がありました。 

その魔法の学校での不思議な出来事。仲間の死。そして親方の秘密。 

そんな日々の中、少年クラバートが運命にいよいよ立ち向かい、明日へ

の扉を開く… 

実はこの本は「千と千尋の神隠し」の中でとあるエピソードになって

いるとか。 

私がこの本と出会ったのは小学生の頃でしたが、夢中で最後まで読み

切ったあと、その日のうちにもう一度読み返したのを覚えています。 

もし見つけたらぜひ読んでみてください。 

この本の魅力をお伝えしたいことはもちろんですが、みなさんには、

私のこのクラバートのように、「この本は私にとって特別」という一冊

をぜひ見つけて欲しいなと思います。 

「TEAM-MIYAMAGAKU チーム美山学」とは、美山町の子どもたちの学びや育ちを一緒に考え、活動してくださる地域

の皆さんを総称して呼ばせていただきます。今年も１年間多くのチーム美山学の皆さんにお世話になりました！ 

お薦めの本:『クラバート』プロイスラー著 


